
ひとりじゃないよ。みんなが繋がるアパートメント 

陶山 美佐 

 

〇提案の内容 

・高齢者社会ひとりぐらしが増える→不安。心配。 

・シングルマザー、ファザーが増えている→不安。子育て助けてほしい。 

・虐待児童、いじめ、差別等々 

  見えないところで人は傷ついている→命が危ない。心が壊れる。 

 

社会の中で苦しんでいる人達は多くいます。 

しかし、お互い立ちいる事ができなかったり又ひとりで悩んでいたり、この見えないグレー

ゾーンを少しでも取り除きたい。 

⇩ 

そこで、他人が多世代が助け合うアパートメントを提案します。 

空家が増える現状、昔ならではの、長屋の様なアパート 

プライベートの個室はもちろん自由に使えたり集まれるリビングルーム、中庭をつくり畑

を作ったり、日中おしゃべりしたり子育てをできる空間。誰かがそこに居る空間。 

 

このシェアアパートメント入居は、 

高齢者、シングルマザー、ファザー、学生、支援が必要な方 等。 

福祉、建築、医療、保育等に興味のある方、又学生。 

 

学生ならば、助け合い、声かけ「あいさつ」毎日「おはよう」等 

協力して下さる方は家賃を安くする等、それぞれの得意な分野をアパートメントでみなさ

んに教えてあげたりできる、ひとりひとりが必要とされてくらす事を感じられるアパート

メント。 

・管理は、市や街又興味のある方に 

・大学、専門学校と連携し、実習 ・介護予防 

                ・認知症予防 

                ・保育 

                ・デイサービス 等 を 

  全て行えるシステムをつくる。 

・ひとりじゃないよ。 

・悩んでないで相談してね。 

・一緒にいるから安心だよ。 

他人なんだけれど、一つ繋いでいるア

パートメントを提案します。 


